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建築構法(16T以降) 松田　昌洋

Building Construction 　

2 前期 水曜･３時限 建築学科２年生

工C3-100教室 講義

該当

市民開放授業

(1)授業の達成目標 【授業で得られる「学位授与の方針」要素】 ⇔ 【授業の達成目標】
２５Tカリ, ２３Tカリ

【22T～】専門分野における専門的学力が身についている。 木造、鉄骨造、鉄筋コンクリート造の構法や各部構法について
説明できるようになる。
木造建築の壁量計算ができるようになる。
⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

防災減災

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 建築には様々な構法があり、木造、鉄骨造、鉄筋コンクリート造などの多種多様な構造がある。この講
義ではそうした様々な構法やディテールを通じて建築物の構成について学ぶとともに、地震などの荷重
に対する建築構造の考え方の基本を学ぶ。

(5)授業計画 第１回（4/15）：ガイダンス
第２回（4/22）：建築物の性能と構成要素
第３回（4/30）：荷重・外力と構造形式
第４回（5/13）：木造建築の構法（在来軸組構法、伝統構法）
第５回（5/20）：木造建築の構法（枠組壁工法、その他の木造建築）
第６回（5/27）：鉄骨造建築の構法
第７回（6/03）：鉄筋コンクリート造建築の構法（施工方法）
第８回（6/10）：鉄筋コンクリート造建築の構法（ラーメン構造、壁式構造）
第９回（6/17）：各部構法（地業、基礎、屋根）
第１０回（6/24）：各部構法（壁、開口部）
第１１回（7/01）：各部構法（床、階段）
第１２回（7/08）：各部構法（天井、造作と納まり）、モデュール
第１３回（7/15）：構造設計の概要
第１４回（7/22）：木造建築の耐震設計（その1 壁量計算）
第１５回（7/29）：木造建築の耐震設計（その2 4分割法）、授業アンケート
第１６回　　　　：期末試験
（＊）授業日程に変更がある場合は授業中や掲示等でアナウンスする

(6)成績評価の方
法

課題（20点）、期末試験（80点）によって成績を評価する。

(7)成績評価の基
準

（1）建築物の構成要素と性能について理解しており、（2）建築で代表的な木造・鉄骨造・鉄筋コンク
リート造の構法や特徴についての基礎的知識があり、（3）建築の各部位の構法や特徴についての基礎的
知識があり、（4）建築物に作用する荷重・外力について理解しており、かつ、（5）建築構造について
の基本的な考え方を身に付けていれば「卓越している」。4項目までできていれば「かなり上にある」。
3項目までできていれば「やや上にある」、2項目までできていれば「水準にある」。

(8)事前事後学習
の内容

授業内容をふまえた課題を課す。
本授業は2単位であることから、90時間の学修が必要となる。
その内訳は授業時間30時間（2時間×15回）と自主学習時間60時間（4時間×15回）であり、教科書やノ
ートを使用した自主学習を進めた上で授業に臨むこと。

(9)履修上の注意 メールで講義の連絡をすることがあるため、メールやeALPSのアナウンスメントを定期的に確認すること。

(10)質問,相談へ
の対応

メールで対応する。
松田（mat@shinshu-u.ac.jp）

(11)その他

【教科書】 内田祥哉ほか：建築構法 第五版、市ヶ谷出版社、3,000円＋税
日本建築学会：構造用教材、2014年改訂第3版、丸善出版、2,000円＋税

【参考書】 杉山英男ほか：木質構造 第4版、共立出版、4,000円＋税


